
静岡大学・創造科学技術大学院・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３８０１

基盤研究(B)（一般）

2018～2015

不確定な環境での動的行動の最適化とゲーム理論への拡張

Dynamic optimization under uncertain environments and its expansion to game 
theory

１０２９１９５７研究者番号：

吉村　仁（Yoshimura, Jin）

研究期間：

１５Ｈ０４４２０

年 月 日現在  元   ６ １０

円    13,700,000

研究成果の概要（和文）：動的意思決定理論から導かれたゲームの性質を解析して、従来のゲームの結果とは異
なることを明らかにした。また、プレイヤーの資産によって最適な選択肢が動的に変化することを見出した。と
くに、資産高の低い（貧乏な）人ほど、協力行動を選び易いことを見出した。さらに、メスの鳥に普遍的に見ら
れる浮気が、不妊オスを回避するためのリスク分散で説明可能であることを数学的に立証した。さらに環境の変
異性により様々な群集で多種共存が促進されることを明らかにした。以上のように、環境不確定性を考慮すると
従来の適応概念に大きな変更が必要なことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：By analyzing the nature of the game derived from the dynamic decision making
 theory, we clarified that it differs from the result of the conventional game. We also found that 
the best choice changes dynamically depending on the player's wealth. In particular, we found that 
people with lower wealth (poor) are more likely to choose cooperative action. Furthermore, we have 
mathematically proved that the universal cheating on female birds can be explained by the risk 
spreading to avoid infertile males. Furthermore, it was clarified that the variability of the 
environment promotes the coexistence of many species in various communities. As mentioned above, it 
is clarified that the conventional adaptation concept needs a big change in consideration of 
environmental uncertainty.

研究分野：生物科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
環境不確定性を考慮すると従来の生物学の基本概念である平均適応度が使えないことを、動的行動や動的ゲーム
理論により示したことは、生物学や引いては経済学・経営科学へも影響する大きな学術的成果である。たとえ
ば、ゲーム理論での動的最適化では、従来のゲーム理論が静的ゲームの擬似的な動的解であり、本質的には動的
でないことを示した。この改革は、生物科学・社会科学や金融工学など大きな社会的変革を示唆する重要な成果
と言える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
動的意思決定理論（研究代表者吉村らが開発）が発表され、動的ゲーム理論への拡張の可能性、
および環境不確定性が行動適応に大きな影響を及ぼす可能性が明らかになった。 
２．研究の目的 
動的な行動最適化のゲーム理論への拡張および、従来の行動理論では説明できない動物行動を
動的最適化で説明することを目的とする。 
３．研究の方法 
動的効用関数をゲーム理論における利得行列に取り込み、従来のゲーム理論との比較をして、
動的ゲーム理論がどのように異なるかを検証する。また、生物の行動（鳥の浮気や、害虫の分
散行動など）で動的最適化の基準となる幾何平均適応度（リスク分散）によってのみ説明でき
ることを検証する。環境不確定性が群集における多種共存を動的モデルで立証する。 
４．研究成果 
動的ゲーム理論では、従来の静的ゲームと異なり、現資産により選択肢が変化、とくに資産レ
ベルが低い（貧乏な）場合に協力行動を推進することを明らかにした。また普遍的にみられる
鳥の浮気や害虫の高い分散性は、従来の平均適応度では説明できず、動的なリスク分散である
ことを立証した。また、さまざまな群集で、環境の異質性によって多種共存を可能にして、多
様性の維持に貢献していることを見出した。 
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8. 特別講演会：公立はこだて未来大学特別講演会（2015年 7月 2日（木）18：30-20：

00、公立はこだて未来大学講堂、吉村仁、演題：素数ゼミの謎 

9. 招待講演：情報科学研究科セミナー（2015年 8月 4日（水）10：30-12：00）、北陸

先端科学技術大学院大学情報科学研究科（石川県能美市）、吉村仁、演題：動的意思決

定とアレのパラドックス 他 25件 
〔図書〕（計 10件） 



1. 吉村仁、礒田正美、上野健爾、木村俊一、黒川信重、和田純夫、Newton 別冊 数学の
世界 数の神秘編、（素数ゼミ P12-13）、株式会社ニュートンプレス、2018.11.5 

2. 吉村仁、上野健爾、太田和夫素数のきほん，Newtonライト 2018年 2月 20日発行,（素
数ゼミ P8-11），株式会社ニュートンプレス，2018.2.20 

3. 吉村仁、高野文子、藤井太洋、結城 浩、江渡浩一郎、増井俊之、渡邊英徳、高野明彦、
河村 奨、地藏真作、岡田美智男、本間稀樹、数理的発想法，仲俣暁生著 2018 年 2 月
15 日発行,担当：第 4 章 科学者たち（セミとモンシロチョウが教えてくれた（進化）の
真実 P149-164），翔泳社，2018.2.15 

4. 吉村仁、齋藤昌利、斉藤一哉、安藤亮輔、宍倉正展、上野健爾、田村元秀、山岸明彦、橋
本省二、中面哲也、斎藤 豊、伊丹 純、後藤功一、高砂淳二、石井直方、藤井宣晴、眞
鍋康子、古市泰郎、石川冬木、遠藤昌吾、素数の神秘，Newton 2017年 8月号、6月 26
日発売,P24-37（素数ゼミ P28-29），株式会社ニュートンプレス，2017.6.26 

5. 吉村仁、長谷部光泰,柿嶋聡(JSPS 特別研究員)、高橋尚也,渥美宏太、「イセハナビ属植物
を用いた周期的一斉開花の進化研究」、基礎生物学研究所共同利用研究報告書、第 16 号
P29-29、2017.3 

6. 吉村仁、長谷部光泰、柿嶋聡(JSPS 特別研究員)、 高橋尚也,渥美宏太、勝又雄基、「イセ
ハナビ属植物を用いた周期的一斉開花の進化研究」、p311-313、2017.3 

7. 勝又雄基、上原隆司、一ノ瀬元喜、伊東啓、吉村仁、泰中啓一、格子気体モデルによるア
ユの最適放流方策、第 15 回情報科学技術フォーラム講演論文集、情報処理学会、第一分
冊、 pp131-134、2016.9  他 3件 

 
〔その他〕 
ホームページ等 
https://wwp.shizuoka.ac.jp/yoshimurajin/home/ 
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